
科学が急速に進み，社会との間に軋轢を生じている。

国民の正しい科学知識の不足や子供の理科離れも問題

となっている。科学技術の専門家と科学に慣れ親しん

でいない人たちの間を双方向でつなぐサイエンスイン

タープリターの養成が急務である。ともすると，「科

学のおもしろさをどう伝えるか」に力点が置かれがち

であるが，「何を伝えるか」がそれと同等あるいはそ

れ以上に重要であると考えている。筆者の主張するイ

ンタープリターは，単なる科学の啓発活動家ではなく，

科学者に対してもその研究の社会における意味や与え

る影響を解説し伝えるなど，問題を指摘したり，進む

べき方向を示唆したりする，科学と実生活の双方向性

の橋渡しをしてくれる人である。本論説ではその背景

と役割について述べてみたい。

21 世紀の科学と市民

日本は天然資源に恵まれず，科学技術創造立国とし

て繁栄してきた。自然の摂理を明らかにし，新しい知

を創造することで人類の知の構築に貢献するととも

に，産業を興し，製品を輸出し国民生活を豊かにして

きた。私たちが使っている多くのものの背後に，科学

者・技術者たちの努力，失敗と成功，落胆と歓喜があ

り，それらを通して，新しい知が創造され活用されて

いったドラマがあるが，私たちはそんなことを気にか

けることもなく，科学技術の産物を当たり前のものと

して使っている。携帯電話，カーナビ，電子レンジな

どがその身近な例であろう。化学に着目しても，我々

の周りには天然物だけでできているものは少なく，

種々のプラスチック製品，化学繊維，染料，洗剤，エ

アコンの冷媒，医薬品等々，すべて化学工業の産物で

ある。これらなくして私たちの生活はありえない。し

かし，オゾンホールやシックハウス症候群などが問題

になって初めて，一般市民は化学を意識し，科学技術

に不信を抱くのではないだろうか？

DNAの二重螺旋構造が明らかになって 50年以上が

たち，生命科学は物理，化学，生物学分野を融合して

分子生物学として躍進し，そしてさらに，バイオテク

ノロジー・バイオ産業が発展していった。今後，情報

科学と融合してバイオインフォマティクス分野を展開

しながらますます大きくなっていくであろう。一般市

民は，純粋基礎科学の研究成果が報告された時ではな

く，それらが応用された遺伝子組み換え食物，体細胞

クローニング羊ドリーや試験管ベビー誕生が身近な話

題になって初めて，生命科学の進歩に脅威すら感じる

ようになる。科学があまりに急速に進展したがために，

社会との軋轢が出てきている例は，生命科学分野に限

らない。E―mailや internetが普及した結果，誰でも情

報にアクセスできるようになり，情報源としての権威

が低下するなど社会構造に少なからぬ影響を与えてい

るし，電子情報関連の法整備の遅れから犯罪に悪用さ

れるなど問題が生じてきている。科学技術の発達とと

もに，環境問題も深刻化してきている。今さら江戸時

代に戻るわけにもいかないし，物質世界は少なくとも

地球規模でつながっているのだから一国だけで解決で

きる問題ではない。地球市民が飢えることなく，かつ，

他の生態系を脅かすことなく，共生していかなくては

ならない。持続可能な発展には，科学技術をやみくも
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に否定するのではなく，科学技術の TPOにあった見

直しや新しいブレークスルーが必要となっていく。

つまり，21世紀は「社会の中の科学」という観点

なしに科学を進めていくことができないのである。筆

者も参加した世界科学会議（99年・ブタペスト）で，

21世紀の科学のあり方が議論され，「科学と科学的知

識の利用に関する世界宣言」が採択されたが，その 4

本柱の一つが「社会における科学と社会のための科学」

であった。

サイエンスインタープリターの役割

上述のように，今後ますます深刻になる地球環境・

資源・人口・エネルギー問題についても，科学技術の

進歩ゆえに一層複雑になってゆく様々な問題に対して

も，一人ひとりが自分の問題として，感情論に流され

ることなく，科学的基礎知識と広い視野に立った判断

が下せる必要がある。国の科学技術政策に対して国民

も意見を言う必要があるし，政府の重点投資の成果と

して生まれた科学・技術の成果を国民が受け入れない

のなら無意味である。しかし，現実は理想から程遠い。

理科離れが進んでおり，小中学校で理科が好き，ある

いは嫌いではない児童生徒が低学年では過半数なの

に，学年が上がるにつれてその割合は減っていく。成

人の科学への関心・理解度は大変に低く，世界水準と

比較しても恥ずかしい状況にある（放射能に汚染され

た牛乳は沸騰させれば安全である，電子の大きさは原

子の大きさよりも小さい，地球の中心部は非常に高温

であるなどの正誤を問う問題の正答率が 54％，世界 13

位）。

残念なことに，科学者が出した成果はそのままでは

役に立たないこともある。専門用語ゆえに，取り付き

づらい。科学技術が細分化，ブラックボックス化して

おり，科学者といっても分野が異なればほとんど理解

できないというのが現状である。良質の情報には優れ

た表現能力も必要とされる。科学者には時間的余裕も

なく，研究の社会的意味も忘れて研究に専念しがちで

ある。まず研究者の意識改革が必要である。

さらに，国民と今後ますます専門化・細分化する現

場の科学技術者とをつなぐ役割を果たす専門家，「イ

ンタープリター」の存在が必要不可欠なのである。一

方的な科学技術の啓発活動ではない。インタープリ

ターは，科学に慣れ親しんでいない人に対しては研究

成果とその社会的意味をわかりやすく説明し，一方，

科学者に対しては研究の将来の社会における意味を解

説するなど，問題を指摘したり，進むべき方向を示唆

したり，科学と実生活の双方向の橋渡しを果たしてく

れる人である。

科学技術インタープリターに重要なポイントは，ま

ず「何を伝えるか」，そして次に「どう伝えるか？」

である。プレゼンテーションがうまくても，誤った情

報では国民が惑わされるだけである。明らかな誤解が

検証されずに広まっていくという例もあるが，一方で，

何が正しい情報かということはそれほど単純に言い切

れない場合もある。科学の成果はどうやって得られる

のか，解釈にはあいまいさがないのか？ 研究者が想

定していなかったような解釈がなされたり，あるいは

思ってもいなかった分野に応用されたりすることもあ

るだろう。グレーゾーン，確率，定量的考え方などが

大切である。

インタープリターには，科学のマイナス面あるいは

生活の利便性に貢献する面ばかりをセンセーショナル

な言葉で強調するのではなく，本質的な理解に基づい

て，生命現象のすばらしさや量子の世界の不思議さ，

宇宙の深遠さをまず語ってほしい。我々は自分たちの

目の前のことだけを考えがちだが，地球の 45億年の

時間軸の中，あるいはミクロからマクロへの空間軸の

中での現在・我々といったものの見方で，最先端の科

学の成果や環境問題を考え，伝えてほしい。科学者・

技術者は自然のまだごく一部しか理解していないとい

う把握も必要である。

サイエンスインタープリターに求められる七つの資

質については，紙面の関係上，別の機会に譲りたい。

現在，2006年から始まる第 3期科学技術基本計画を

作成中であるが，国民の目線で見た科学技術政策がよ

り強調される予定である。サイエンスインタープリ

ターは今後一層重要になっていくであろう。
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